
様式第９の２（第 12 条関係） 

実 務 に 関 す る 証 明 書 

１ 勤務者の氏名及び生年月日 
氏名  愛知 太郎          

平成●●年●●月●●日生 
 

２ 良好な成績で勤務した期間 
期      間 年 月 間 勤 務 時 間 

平成 ３０年４月１日～ 令和 ４年３月３１日 ４年０月 4,000 時間 

令和 ４年４月１日～ 令和 ４年１２月３１日 ０年９月 500 時間 

 年  月  日～  年  月  日 年  月 時間 

計 ４年９月 4,500 時間 

 
３ 上記以外の勤務した期間及び勤務しなかつた期間（休職、育休等） 

期      間 年 月 間 事   由 
（休職、育休等） 

令和 ５年１月１日～ 令和 ５年３月３１日 ０年３月 休職 

 年  月  日～  年  月  日 年  月  
 
４ 施設の概要 

施設の名称： 学校法人○○学園保育園          
 

 
認可等年月日： 平成●●年●●月●●日 

 

所在地： ○○市○○町○○１―１           
電話番号： ０５２―０００―００００         

 
上記の者は、本施設において、上記のとおり実務経験を有する者であることを 

証明します。 
 
令和５年 ４月 1 日 

 愛知県教育委員会 殿 
 

施  設  名 学校法人○○学園○○保育園  
 

実務証明責任者 学校法人○○学園 理事長 名古屋 花子   
 

備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
２ 良好な成績で勤務した期間について、複数の施設における期間を合算する場合は、それぞれの施設ご

とに証明すること。 
３ 施設が認定こども園の場合は、構成するそれぞれの施設の名称を全て記入すること。 
４ 認可等年月日については、施設が認可外保育施設の場合は、設立年月日を記入すること。 
５ 実務証明責任者は、施設の設置者とすること。 

親展書 

※ ２園以上の園の勤務実績を合算する場合、それぞ

れの施設ごとに証明書が必要です。 

勤務時間は、残業時間等も含めた

実労働時間を記載。（休業等の期

間を除く） 

保育士資格の取得日以降の日付を記載。 

（１種免許を取得する場合は、学士と保育士

資格の両方を取得以降の日付） 

実務証明責任者は国立又は公立幼

稚園は所轄庁、私立幼稚園は学校法

人理事長、保育所等は当該施設の設

定者になります。 

設立日ではなく、認可日を記載。 

保育所の認定日と認定こども園の認定日（認可日）

が別で存在する場合は２段に分けて記載。 

※認可外保育施設の場合、「認可外保育施設指導監

督基準を満たす旨の証明書の交付年月日」を記載し

てください。証明書の交付を受けていない施設は勤

務経験に含めることはできません。 

勤務日経過後の日付

を記載 

※ 申請者本人が書類を作成しないようにしてください。 

※ 必ず厳封した状態で申請者本人に渡してください。 


